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都市創造部 都市計画課１．香芝市の現状（①人口)

出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（総務省）
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対前年増加率 人口

78,386人(R4)

【香芝市の人口推移】

R2から減少に
転じている

（人) （％)

〇令和４年時点の香芝市の人口は78,386人であり、令和２年から減少傾向に転じている。

→近年、人口減少に転じ、減少傾向が継続することが予想される。

78,914人(R1)がピーク
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都市創造部 都市計画課１．香芝市の現状（①人口)

【人口減少が予想される理由】

・今までは、土地区画整理事業によって、人口が大きく増加してきたが、新規の土地区画整

理事業がなく、大幅な人口増加が望めない。

出典：国勢調査
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【土地区画整理事業施行区域】

市街化区域 施行区域

西真美ケ丘地区

五位堂駅前北地区

五位堂駅前北第二地区

志都美駅西地区

旭ケ丘地区

高山台地区

白鳳台地区

（人）

真美ケ丘地区
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都市創造部 都市計画課１．香芝市の現状（①人口)
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転入超過

転出超過

転入超過

出典：住民基本台帳人口移動報告

転出超過

【人口減少が予想される理由】

・子育て世代の転入が多く、進学・就職世代の転入が多かったが、近年、転入は減少し、転出は増加傾向

にある。

→転出が多くなった原因は通学・通勤圏外への進学や就職の増加が考えられる。
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都市創造部 都市計画課

〇15歳未満の人口比率は奈良県内で最も高く、65歳以上の人口比率は最も低い。

〇15～65歳の人口比率は天理市に次いで奈良県内２番目となっている。

→比較的、若い世代の割合が高く、高齢者の割合が少ない。

出典：国勢調査（R2）

１．香芝市の現状（①人口)

【年齢３区分別人口割合】
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都市創造部 都市計画課１．香芝市の現状（①人口)

凡 例

区域
市域

市街化区域

鉄道

近畿日本鉄道

JR西日本

鉄道駅

人口

10人/ha未満

10～40人/ha

40～80人/ha

80～120人/ha

120人/ha以上

出典：国勢調査（R2）

【人口集積状況（250ｍメッシュ）】

〇真美ヶ丘、五位堂駅、近鉄下田駅において人口密度が高い

→土地区画整理事業が実施されたエリアや交通利便性が高いエリアの人口密度が高い。
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都市創造部 都市計画課１．香芝市の現状（②土地利用)

〇山林と住宅用地の面積割合が高く、商業用地、工業用地の面積割合は低い。

田

12%

畑

5%

山林

33%

水面

4%

住宅用地

28%

商業用地

4%

工業用地

2%

公共施設用地

5%

空地

7%

土地利用面積割合【土地利用現況】

出典：都市計画基礎調査（H26)

凡 例

田 商業用地

畑 工業用地

山林 公共施設用地

水面 空地

住宅用地
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都市創造部 都市計画課１．香芝市の現状（③産業）

〇市内就業率は奈良県12市の中で最も低い。

〇女性就業率は、全国や奈良県より、全年齢で低く、特に30代や50代で差が大きい。

→市外で働く若い人が引っ越してくるケースが多い。

香芝市で働く場所が少ない。

65.67%

56.57%

51.94%

51.22%

44.87%

43.78%

43.15%

42.16%

35.25%

34.04%

28.91%

27.80%

0% 20% 40% 60% 80%

五條市

天理市

宇陀市

奈良市

御所市

大和郡山市

桜井市

橿原市

葛城市

大和高田市

生駒市

香芝市

市内就業率（香芝市内で働く方の割合）
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出典：国勢調査（R2） 出典：国勢調査（R2）
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都市創造部 都市計画課１．香芝市の現状（④公共交通）

〇バス停から300ｍ圏域及び鉄道駅から1km圏域の公共交通サービスを享受できるエリアに

居住している人口の割合は約97％となっている。

→公共交通サービスは充足している。

凡 例

区域
市域

市街化区域

鉄道

近畿日本鉄道

JR西日本

鉄道駅

バス停 バス停

バス停300ｍ圏域
及び駅1km圏域

【バス停300ｍ圏域及び鉄道駅1km圏域のカバー状況】
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都市創造部 都市計画課１．香芝市の現状（⑤災害）

〇葛下川沿いで浸水想定区域が広い範囲でみられるが、大部分のエリアで浸水深が3.0ｍ

以下となっている。

→葛下川は、五位堂駅北側まで河川改修事業が進められている。

【浸水区域(想定最大規模)】

凡 例

区域
市域

市街化区域

鉄道

近畿日本鉄道

JR西日本

鉄道駅

河川

浸水深

0.5ｍ未満の区域

0.5～3.0ｍ未満の区域

3.0～5.0ｍ未満の区域
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都市創造部 都市計画課

【土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域】

凡 例

区域
市域

市街化区域

鉄道

近畿日本鉄道

JR西日本

鉄道駅

土砂
災害

土砂災害特別警戒区域
（急傾斜地）

土砂災害警戒区域
（急傾斜地）

土砂災害特別警戒区域
（土石流）

土砂災害警戒区域
（土石流）

〇北西部と南西部において、土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域がみられる。

→北西部や南西部、関屋駅、二上駅周辺において土砂災害の危険性が高い。

１．香芝市の現状（⑤災害）



２．市民アンケート結果

都市創造部 都市計画課
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都市創造部 都市計画課２．アンケート結果

【アンケート概要】

（１）期間

2022年10月17日（配布）～2022年10月31日（〆切）

（２）対象者

香芝市内の住民から無作為に2,000名を抽出

（３）回収状況

配布数：2000通

回収数：875通

回収率：43.75％



近隣市町村

22.4%

その他奈良県内の市町村

13.4%
大阪府

47.8%

京都府

1.3%

兵庫県

3.8%

三重県

1.3%

愛知県

1.5% 東京都

1.9%

その他

6.1%

以前の住まい
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都市創造部 都市計画課２．アンケート結果（①居住）

〇市外から香芝市に引っ越してくる人の割合が高い。

〇大阪府から転入してくる方が約半数。

〇近隣市町村からは、大和高田市や橿原市から転入してくる方が多い。

生まれたときから住んでいる

16.8%

一度市外へ出たが香

芝市に戻ってきた

7.2%

香芝市外から引っ越してきた

70.5%

その他

4.0%

無回答

1.5%

どのような経緯で香芝市に住んで

いるか n=875

n=523

葛城市

16.5%

大和高田市

34.2%王寺町

11.4%

広陵町

11.4%

橿原市

26.6%
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都市創造部 都市計画課２．アンケート結果（①居住）

〇７割以上の方が今後も香芝市に住み続けたいと思っている。

〇住み続けたい理由は、居住環境や交通利便性の良さ、愛着があると回答した割合が高い。

住み続けたい

64.6%

市内によい物件があれば

転居して住み続けたい

7.0%

やむなく引っ越す予定がある

3.3%

市外へ引っ越したい

4.2%

わからない

20.0%

無回答

0.9%

今後の居住意向

2.7%

1.1%

2.6%

3.2%

3.7%

5.0%

5.3%

10.7%

11.3%

11.3%

12.6%

15.8%

23.5%

25.4%

27.2%

28.0%

36.1%

40.9%

44.4%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

十分な福祉や介護が受けられる

商売や仕事をするのに都合が良い

歴史・文化への誇りがある

趣味やスポーツを楽しめる場所がある

子育て支援・教育環境が良い

家賃が手ごろである

友人・知人が近くに住んでいる

先祖代々受け継いだ土地である

病院や医療施設が充実している

勤務地や学校に近い

親・子供と同居したい、近くに住みたい

治安が良い

買い物施設が整っている

地震や台風等の自然災害が少ない

自然やみどりが多い

永く住んでいて愛着がある

交通利便性が良い

現在の居住環境に満足している

住み続けたい理由（複数回答可）
n=875 n=875
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都市創造部 都市計画課２．アンケート結果（②まちの将来像）

〇医療・福祉、交通・情報基盤、防災・防犯等の整備を回答した割合が高い。

0.0%

2.5%

7.0%

8.0%

8.5%

12.6%

14.5%

18.2%

29.1%

31.8%

38.1%

38.1%

57.0%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

みんなでまちづくりを進める「住民参画の進んだまち」

人を大切にする「人権意識が高いまち」

都市間競争に打ち勝てる「人を惹きつける魅力あるまち」

効果的・効率的な行財政を行う「行政改革が徹底したまち」

活力のある「産業振興を積極的に行うまち」

人が生き生きしている「教育環境が整ったまち」

にぎわいのある「まとまった商業集積地のあるまち」

歩いて暮らせる「歩行者環境を重視した快適なまち」

快適な「居住環境がすぐれたまち」

安全な「防災・防犯対策がしっかりしたまち」

利便性の高い「交通・情報通信基盤が整ったまち」

安心して住み続けられる「医療・福祉がすぐれたまち」

香芝市をどのようなまちにしたいか（３つまで回答可） n=875
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都市創造部 都市計画課２．アンケート結果（③まちの課題）

【関屋地区(n＝38)】

〇駅周辺の賑わい(47.4%)

〇スーパーの不足(34.2％)

〇飲食施設の不足(28.9%)

【志都美地区(n＝173)】

〇歩行者の安全性確保(32.4%)

〇大規模商業施設の不足(26.0%)

〇交通基盤の整備(21.4%)

【下田地区(n＝282)】

〇駅周辺の賑わい(25.9%)

〇大きな病院の不足(25.2%)

〇大規模商業施設の不足(23.8%)

【五位堂地区(n＝159)】

〇大きな病院の不足(34.0%)

〇大規模商業施設の不足(32.1%)

〇歩行者の安全性確保(25.2%)【鎌田・三和地区(n＝92)】

〇歩行者の安全性確保(39.1%)

〇駅周辺の賑わい(27.2%)

〇大規模商業施設の不足(22.8%)

【二上地区(n＝125)】

〇駅周辺の賑わい(27.2%)

〇大規模商業施設の不足(27.2%)

〇大規模公園、スポーツ施設(24.8%)

住んでいる地域の課題（複数回答可)

〇大規模商業施設やスーパーの不足は全地区で回答割合が高い。

〇駅周辺の賑わいは、関屋地区、二上地区、下田地区、鎌田・三和地区で回答割合が高い。

〇歩行者の安全性確保は、志都美地区、鎌田・三和地区、五位堂地区で回答割合が高い。

→市全体では、商業機能の不足がまちの課題である。
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都市創造部 都市計画課２．アンケート結果（④駅周辺に必要な施設）

【関屋駅(n＝38)】

〇コンビニ（71.1％）
〇スーパー（47.4％）
〇飲食施設（39.5％）
〇診療所（39.5％)

【志都美駅(n＝173)】

〇銀行、ATM（26.0％)
〇スーパー（15.6％）
〇衣料品（14.5％)

【香芝・近鉄下田駅(n＝282)】

〇飲食施設（22.7％)
〇総合病院（20.2％）
〇コンビニ（19.9％）

【五位堂駅(n＝159)】

〇総合病院（40.9％)
〇飲食施設（38.4％)
〇衣料品（29.6％)【JR五位堂駅（n＝159)】

〇コンビニ（18.2％）
〇スーパー（13.2％）
〇銀行・ATM（13.2％）

【二上駅(n＝125)】

〇郵便局（27.2％）
〇飲食施設（22.4％)
〇銀行、ATM（13.6％）

駅周辺に必要な施設（複数回答可)

【二上山駅(n＝125)】

〇コンビニ（24.8％）
〇銀行、ATM（12.8％）
〇飲食施設（8.8％）

〇飲食施設は関屋駅、二上駅、二上山駅、五位堂駅、香芝・近鉄下田駅で回答割合が高い。

〇コンビニは関屋駅、二上山駅、香芝・近鉄下田駅、JR五位堂駅で回答割合が高い。

〇スーパーは関屋駅、JR五位堂駅、下田地区で回答割合が高い。

→市全体では、飲食施設、商業施設が駅周辺に必要な施設である。



３．関係各課へのヒアリング

都市創造部 都市計画課
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【関係各課施策について】

関係各課の皆様方には、各計画に基づき、まちの課題や施策・事業の進捗

状況についてお尋ねする予定です。

ご返答いただいた結果に基づき、立地適正化計画の誘導施策に反映させて

いただきます。

計画名 内容 設問 担当課

都市計画マス
タープラン
（P82)

駅周辺における都市基
盤施設の整備や大阪樟
蔭女子大学関屋キャン
パス跡地へ地域の活性
化につながる施設の立
地誘導が求められてい
ます。

大阪樟蔭女子大学跡地の利活
用方針や計画について現在の
状況について教えてください。

〇〇課

３．関係各課へのヒアリング

（設問例）

事業名、実施場所、実施時期、実施主体、事業内容、進捗状況等
について答えられる範囲で回答していただきます。



都市創造部 都市計画課

23

３．関係各課へのヒアリング

事業名 実施場所
実施
時期

実施主体 事業内容 進捗状況

A事業
大阪樟蔭
女子大学
跡地

R6～R10
（予定)

A社
(民間事業者)

国の補助金を活用して高齢者福
祉施設を整備して、地域に開か
れた施設としての活用を図る

民間事業者と整
備時期について
協議中

【立地適正化計画での反映例】

【回答例】

誘導施策

地域と連携した高齢者福祉施設の整備を行い、地域のにぎわい創出を図る。

※検討中の内容や方向性について書ける範囲での記載でも大丈夫です！
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誘導施策を具体的にどのように計画に反映するかについては、来年度以降の検討部会

や策定委員会で改めて協議する機会を設けさせていただく予定です。

また、ご担当者様だけでなく、各課で共有していただき、ご回答ください。

内容によっては、個別にヒアリングする機会を設けさせていただきます。

【回答方法】

都市計画課より、近日中にメールにて設問及び回答

シートを送りますので、ご回答いただき、メールにて

提出をお願いします。

◆質問がある場合は以下にご連絡ください。

都市計画課：吉田

内線番号：203

３．関係各課へのヒアリング



ご清聴ありがとうございました。
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